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化｣ と題されているが, マツダに関して ｢垂直的｣
とは何を指すのか, ｢進化｣ とはどのような状況を
踏まえた指摘なのか, 本論文からは理解し難い｡
論文本文においても, マツダに対する実証部分と
理論上の概念との整合性に疑問が残る箇所が残さ
れた点は本論文の難点と言わざるを得ない｡
こうした改善すべき点はあるが, 本論文が戦後
自動車産業史研究に与えた貢献に比較すればそれ
らは重大な瑕疵とは言えず, 今後の研究のなかで
改善, 究明が進むものと思われる｡ 本論文は問題
意識の明確性, 分析対象の独自性, 研究結果の独
創性, 経営学および経営史学に関する深い知見,
これらが十全に示された研究成果と評価すること
ができる｡ その点から本論文が博士論文に値する
水準の研究成果と判断する｡
３. 最終試験の結果の要旨
(１) 学位論文, およびそれに関連する科目
学位論文審査委員会は,     年  月９日  時か
ら, 論文の最終面接を行うとともに, 申請者に対
し, 提出された論文に関連する専門知識に関する
試験を口頭で実施し, 合わせて立教大学研究活動
行動規範の遵守についても確認した｡
最終試験においては, 論文の内容に関して３名
の審査委員から試問がなされ, 申請者は本論文の
研究内容を踏まえて, それらの試問に対し適切か
つ明快に回答した｡ この点から申請者が本論文の
内容全般に対し十全な知見を有することを確認で
きた｡
これらの結果から, 本論文が博士論文としての
水準に十分に到達していると審査委員３名全員が
認め, 最終試験の結果を合格と判定した｡
(２) 外国語
立教大学学位規則第９条の適用により免除｡
４. 学位授与の可否 (意見)
菊池航氏に博士 (経済学・立教大学) の学位を
授与することを可とする｡
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